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	00_表紙・表紙裏
	00_目次28年度（評価未定版）
	01_債券内容説明書P1～2
	02_債券内容説明書P3～8
	3　事業の内容

	03_債券内容説明書P9～21
	【奨学金事業】
	＜給付奨学金＞
	①　給付奨学金の目的
	給付奨学金制度は、特に優れた生徒であって、経済的理由により極めて進学が困難な生徒に対して、返還の必要のない給付奨学金を交付することにより、大学等への進学を後押しすることを目的とするものです。
	なお、平成30年度以降進学者を対象とする本格導入に先立ち、平成29年度進学者については、一定の学力・資質要件を満たし、特に経済的に厳しい状況にある学生及び生徒を対象として先行実施されます（後記⑤イ．参照）。
	②　対象者
	平成30年度以降に、大学（学部）、短期大学、専修学校（専門課程）に進学する高等学校3年生等及び高等専門学校4年生に進級する高等専門学校3年生です。
	③　奨学生の推薦基準
	本機構が提示するガイドラインに記載の4項目の要件（以下参照）を最低水準として、各高等学校等において教育目標や実情を勘案したうえで策定します。
	ア．人物・・・学習活動その他生活の全般を通じて態度・行動が給付奨学生にふさわしく、進学の目的及び進学後の人生設計が明確であり、将来良識ある社会人として活動し、将来的に社会に貢献できる人物となる見込みがあること。
	イ．健康・・・学校保健安全法第13条による定期又は臨時の健康診断等により、修学に耐え得るものと認められること。
	ウ．学力・資質・・・以下のいずれかの要件を満たしていること。
	エ．家計・・・以下のいずれかに該当することを確認した上で、申込者の属する世帯の状　　　　　　況や生活環境などを勘案して、申込者の進学が非常に困難な状況にあると認められること。
	ⅲ　社会的養護を必要とする者（児童養護施設入所者等）であること。
	給付する月額は、設置者別、通学形態別に決められています（社会的養護を必要とする者は、「自宅外通学」の月額が適用されます）。
	※社会的養護を必要とする者は、一時金として入学時に別途24万円が支給されます。
	※進学した国立の大学等で授業料の全額免除を受ける者は、給付金額が減額されます（自宅外通学：3万円→2万円、自宅通学：2万円→0円）。
	※通信教育課程に進学した場合は、面接授業（夏季・冬季スクーリング、放送大学）を受ける年度について年1回5万円が支給されます。
	⑤　給付対象規模（1学年あたり）
	ア．平成30年度以降本格実施分
	進学者　2万人
	イ．平成29年度先行実施分
	進学者　約2,800人
	（内訳）私立・自宅外通学生　約2,200人
	社会的養護を必要とする者（児童養護施設退所者等）　約600人
	＜貸与奨学金＞
	①　貸与奨学金の種類
	②　奨学生の採用
	⑨　返還免除

	04_債券内容説明書P22～35
	（注）上表の金額は、昭和59年5月14日以降の借入金の残額及び平成29年度の借入予定分
	までについての償還予定額（見込）です。
	（注）上表の金額は、平成9年10月9日以降の借入金の残額及び平成29年度の借入予定分
	までについての償還予定額（見込）です。

	05_債券内容説明書P36～38
	06_債券内容説明書P39～41
	07_債券内容説明書P42～48
	該当事項はありません。
	5　役職員の状況

	08_債券内容説明書P49～61
	第2　事業の状況
	1　業績等の概要
	（1）平成28年度の事業の実施状況について
	（注）上表の他に第一種奨学金として各都道府県に事業移管された高等学校等奨学金事業交付金
	（平成26年度8,078,857千円）があります。
	②　奨学生の補導
	エ．返還免除

	09_債券内容説明書P62～65
	10_債券内容説明書P66～68
	11_債券内容説明書P69～78
	本機構においては、意欲と能力のある学生が経済的に自立し、自らの意志と責任により高等教育機関において学ぶことができるよう、引き続き事業の充実を図るとともに、運営上の合理的、効率的・効果的実施を図る必要があります。本機構が特に重点的に対処すべき課題は次のとおりです。
	（1）延滞債権の減少及び回収率の向上

	12_債券内容説明書P79～85
	平成28年6月30日に、福岡国際交流会館の譲渡を行っております。

	13_債券内容説明書P86～91
	独立行政法人の評価は、主務大臣の下での政策のPDCAサイクルを強化する観点から、主務大臣が行うこととされており、従って、本機構の業務実績に関する評価は文部科学大臣により行われます。
	文部科学大臣による評価は、通則法第32条に基づき、以下の事項について行われ、その結果が本機構に通知されます。
	・中期目標期間の初年度から第3年度：当該事業年度の業務の実績
	・中期目標期間最終年度の前年度：当該事業年度における業務実績及び中期目標の期間の終了時に見込まれる業務の実績
	・中期目標期間最終年度：当該事業年度における業務の実績及び中期目標の期間における業務の実績
	また、総務省には、評価制度や評価の実施に関する重要事項について第三者的な立場から調査審議する機関として、内閣総理大臣が任命した外部有識者で構成される独立行政法人評価制度委員会が設置されています。
	文部科学大臣は、中期目標期間の終了時に見込まれる業務の実績の評価の結果を、独立行政法人評価制度委員会に通知しなければならず、独立行政法人評価制度委員会は、必要があると認めるときは、文部科学大臣に意見を述べなければならないとされています。
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	（注）上表の金額は、昭和59年5月14日以降の借入金の残額及び平成29年度の借入予定分
	までについての償還予定額（見込）です。
	（注）上表の金額は、平成9年10月9日以降の借入金の残額及び平成29年度の借入予定分
	までについての償還予定額（見込）です。




